
 

１２月８日（火曜）全校 被爆者の話を聞く会 

 

 今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、６年生の修学旅行での被爆講話ができませんでしたので、鹿

島市の被爆者の会にお願いをして、被爆者の話を聞く会を開催しました。４名の方に話をしていただきました。

戦争の恐ろしさ、原爆の恐ろしさを、その中で生き抜いた方から伝え聞く貴重な時間となりました。同時に、「原

爆と人間」というパネルも展示しました。写真や絵からも、戦争や原爆の悲惨さについて感じることができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

家の床下に防空壕があったこと １日中防空壕の中のときもあったこと 

水をください 小便でもいいから水をください と言われたこと 

運動場や空き地で、毎日遺体が焼かれていたこと 

全身包帯を巻かれた人が、たくさん道を歩いていたこと 

自分の家族を亡くしたこと 

 

本当につらい記憶を、世界の平和への思いをこめて 語っていただきました。 

 

学校目標 生き生き久間っ子の育成 

くふうしてまなぶ  つよくてたくましい こころ やさしい 子 

 



 

 

  

 

  

 

 

   

   

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お礼の言葉を伝える６年生 

当時の格好を説明もしていただきました 



 

 


